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1．はじめに

東京大学秩父演習林（以下，秩父演習林）の面積は，5,811haあり，そのうち1,848ha（32％）

は原生林である。秩父演習林では，一部択伐が行われたものの皆伐の歴史のない天然林と，伐採

の記録や形跡がない成熟した天然林を区別し，原生林として取り扱っている。林分としては，前

者を択伐林（り小班，555ha），後者を針葉樹と広葉樹それぞれの林分に対する材積割合から針

葉樹原生林（へ小班，117ha），広葉樹原生林（ろ小班，1,140ha），針広混交原生林（に小班，

36ha）に区分している。秩父演習林では，これら原生林の動態に関する基礎的な資料を得るこ

とを目的として，伐採の記録等のない林分内に15箇所の試験地を1970年と1989年に設置し，約10

年毎に測定している。今回は，調査開始から2007年までの毎木調査及び2011年に実施した立木位

置の測量から得られたデータを報告する。

2．試験地の概況

試験地は針葉樹原生林内に３箇所，広葉樹原生林内に12箇所，計15箇所ある（図－１）。設置

年は，試験地24ろ１A 〜 C，24ろ３D，25ろ１の５箇所（以下，Ａ試験地）が1970年，試験地２ろ2，

19ろ1，21ろ4，22へ１上，22へ２中，22へ２下，24ろ２- ３上，24ろ３中，24ろ２下（以下，B試験地）

及び試験地11ろ１（以下，C試験地）の10箇所が1989年である。面積は850 〜 3,000㎡，標高は850

〜 1,650ｍの範囲にある（表－１）。なお，試験地11ろ１については，澤田ら（2002）１）によった。
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図－１．原生林固定試験地の位置

表－１．調査地の概況
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